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休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）

遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）豊泉医院（☎７１２９－３８１３）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）２日（日）

荒井医院（☎７１２２－５７２３）石井医院（☎７１２２－２４３４）門倉病院（☎７１２４－５３１１）９日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）鈴木医院（☎７１２４－５６８３）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）１６日（日）

小張総合病院（☎７１２４－６６６６）花井クリニック（☎７１２３－３９００）西村クリニック（☎７１２３－００５０）１７日（月）

杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）たんぽぽこどもクリニック（☎７１２６－８１１８）しばやま整形外科（☎７１２０－５３５５）２３日（日）

川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）スズキ皮フ科内科クリニック（☎７１２６－２２８５）小張総合病院（☎７１２４－６６６６）３０日（日）
※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第９７５号　平成１８年７月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～正午（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（１８.６.１現在）●人口＝１５４,１０１人（＋３３）　男＝７７,４５１人（＋１）　女＝７６,６５０人（＋３２）●世帯数＝５７,１６６世帯（＋７４）　●市の面積＝１０３.５４㎢

棋
士
・
渡
辺
東
一
⑥

い
よ
い
よ
八
段
へ

　
　
関
根
名
人
と
も
対
局

　
七
段
戦
で
塚
田
正
夫
七
段
を
破

り
、
優
勝
し
た
渡
辺
東
一
は
、
土

居
市
太
郎
、 金
  易
  二
  郎
 を
は
じ
め

こ
ん
 や
す
 じ
 ろ
う

７
人
の
八
段
の
棋
士
と
、
菊
池
寛

の
斡
旋
で
段
位
の
格
付
け
を
せ
ず

特
別
参
加
し
た
阪
田
三
吉
と
と
も

に
、「
第
二
期
名
人
戦
」
に
参
加
し

ま
す
。

　
こ
れ
は
、
第
一
期
名
人
と
な
っ

た
木
村
義
雄
へ
の
挑
戦
者
を
決
め

る
対
局
で
、
昭
和
　（
１
９
３
８
）

13

年
か
ら
約
２
年
を
か
け
て
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
渡
辺
は
、
自
分
の
師
・

関
根
金
次
郎
の
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ

っ
た
阪
田
三
吉
と
対
局
で
き
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
、
後

に
「（
七
段
戦
で
塚
田
さ
ん
に
）勝

っ
て
よ
か
っ
た
な
と
、
私
は
今
で

も
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ

は
 坂
 田
さ
ん
と
指
せ
た
と
い
う
こ

（
マ
マ
）

と
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
第
二
期
名
人
戦
当
時
、
阪
田
は

　
歳
で
し
た
が
、棋
力
は
衰
え
ず
、

69　
歳
で
指
し
盛
り
で
あ
っ
た
渡
辺

34と
互
角
の
戦
い
を
し
ま
す
。

　
昭
和
　（
１
９
３
８
）年
９
月
７

13

日
、
渡
辺
は
阪
田
と
の
初
戦
を
、

大
阪
の
箕
面
公
園
・
喜
楽
で
行
い
、

１
勝
し
ま
す
。

　
な
お
、
余
談
で
す
が
、
こ
の
時

の
記
録
係
を
し
て
い
た
の
が
、
後

に
第
十
五
世
名
人
と
な
る
大
山
康

晴
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
２
度
目
の
対
局
は
、正
式
な
記
録

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、対
局

月
日
と
場
所
は
不
明
で
す
が
、渡
辺

は
阪
田
に
　
手
で
破
れ
て
い
ま
す
。
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な
お
、阪
田
は
こ
の
渡
辺
と
の
対

局
を
最
後
に
、公
式
戦
に
は
登
場
せ

ず
、事
実
上
の
引
退
と
な
り
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
渡
辺
は
、
木
村
へ

の
挑
戦
者
と
な
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
強
豪
の
中
で
、

力
い
っ
ぱ
い
第
二
期
名
人
戦
を
戦

い
抜
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
昭
和
　（
１
９
４
１
）年
、

16

い
よ
い
よ
八
段
と
な
っ
た
渡
辺
東

一
は
、同
年
４
月
　
日
、師
匠
で
あ

11

る
関
根
金
次
郎
十
三
世
名
人
と
記

念
対
局
に
臨
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
一
時
は
、
関
根
か
ら
そ
の「
弱

さ
」に
愛
想
を
つ
か
さ
れ
、見
込
み

上は関根名人（右）と対局する渡辺（写真提供＝越
智信義氏）／対局の様子を伝える新聞（資料提供
＝渡辺桂三氏）

▼
先
日
、
講
習
会
で
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
を
学
び
ま
し
た

▼
発
作
で
停
止
し
た
心
臓
に

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
装

置
で
す
が
、
普
段
家
庭
で
使

っ
て
い
る
自
動
血
圧
計
と
同

じ
よ
う
に
操
作
で
き
ま
し
た

▼
し
か
し
、
人
は
火
事
に
直

面
し
動
揺
す
る
と
、
消
火
器

の
操
作
は
お
ろ
か
　
番
通
報
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で
さ
え
、
う
ま
く
で
き
な
く

な
る
と
言
い
ま
す
▼
い
ざ
と

い
う
と
き
に
、
慌
て
ず
に
操

作
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
定

期
的
に
講
習
会
に
参
加
し
よ

う
と
思
い
ま
す
▼
市
で
は
、

７
月
５
日
に
、
市
内
　
か
所

12

の
公
共
施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
消
防
本

部
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
含
む
救

命
講
習
会
へ
の
参
加
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
な
）

が
無
い
か
ら
と
、
郷
里
の
親
元

へ
帰
さ
れ
る
出
来
事
も
あ
っ
た

の
が
、以
降
、着
実
に
力
を
つ
け

て
見
事
八
段
ま
で
上
り
つ
め
た

姿
に
、
師
匠
の
目
に
は
光
る
も

の
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
※

文
中
敬
称
略（
次
号
へ
つ
づ
く
）

【
参
考
資
料
】「
阪
田
三
吉
血
戦

譜
」
東
公
平
・
大
泉
書
店
／

「
名
棋
士
名
勝
負
」天
狗
太
郎
・

光
風
社
書
房

【
資
料
提
供
】舳
松
人
権
歴
史
館


